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位相モノイドの間のA∞-写像は 2項演算を高次ホモトピーを除いて保つ写像として菅原正博
氏によって導入された (1960)．その後，Jim Stasheff氏によってA∞-写像の条件を弱めたAn-
写像 (n = 1, 2, . . .)が定義された (1963)．
本公演では，講演者によって得られた自然な弱同値

An(G,G′) ≃ Map0(BnG,BG′)

について証明の概要と関連する話題を紹介する．ここで，An(G,G′)は位相モノイドGからG′

へのAn-写像のなす空間，BnGはGの n次射影空間，BG′はG′の分類空間，Map0(BnG,BG′)
はBnGからBG′への基点を保つ写像のなす空間を表す．関連する話題としては，特に高次ホ
モトピー可換性や評価ファイバー列との関係について話したい．
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